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専門的証言者が、選挙ウォッチャーとして、ペンシルベニアの投票を調べていたとき、呆

然とする不正を個人的に観察したと証言した。 

 

デラウェア郡の Gregory Stenstrom――米海軍退役者、海事データ・法廷コンピューター

科学者、かつ安全保障、詐欺問題専門家――が、ゲッティスバーグ公聴会で、選挙結果に

ついての爆弾的な一連の主張をした。 

 

ステンストロームは、宣誓供述として個人的に見たことを証言した。公的な投票カウント・

チームの一員ではない、ある人物が、部屋の中へ入っていき、USB カードを使って「少な

くとも 24 回」、数千票を、投票機械にアップロードした。 

 

この許可を持たない人物は、「カバンに入った USB カード」をもち、「５万票」をカウント

に追加した、とステンストロームは言った。 

 

この USB カードによって追加された５万票のすべては、「バイデン副大統領に投じられた」

ものだと、ステンストロームは確言した。 



 

彼はまた、この州の 11 月 3 日選挙の間に使われた USB カードは「行方不明」であり、こ

の選挙で投じられた 12 万もの票は、疑わしいものと考えるべきだと主張した。 

 

 
ルーディ・ジュリアーニが、トランプ大統領に代わって、トランプの法的チームの訴訟手続きをリード 

 

「私は、USB カードが、投票機の管理室の監督によって、投票機にアップロードされるの

を、個人的に何度も見ています」と、ステンストロームは証言した。 

 

「この人物は見られないようにしており、見える過程の一部ではありません。そして USB

のカバンをもって歩いています。」 

 

USB (Universal Serial Bus) カードとは、小さな、手に持てる装置で、データを、一つの電

子装置から他の電子装置へと、移動させるのに使われるものです。 

 

ステンストロームは、このカードは、不法な票を、州の票カウントに加えるのに使われた

可能性があると主張し、州の選挙係員が、どのように投票用紙を扱っているか、ちゃんと

監督されていないのだと主張した。 

 

「すべての場合において、管理の鎖が切れているのです」と彼は言った。 

 

「それはメール式投票の場合も切れており、箱に落とす場合も、投票日カード・フラシュ

ドライブの場合も切れている。 

 

「どの場合も、デラウェア郡選挙委員会で規定された手続きを、全く守っていないのです。」 

 



この証言者はまた、立法者たちに対し、警察担当官たちが、票の間違った扱いを彼が報告

した後でも、行動しなかったと言った。 

 

「私は文字通り、何人かの警察関係者に、コンピューターから法廷証拠 (forensic evidence) 

を取っておくようにお願いしたのです」と彼は言った。 

 

「それは簡単なプロセスです。５台の機械すべてのイメージを取るのに、１時間もかから

なかったでしょう。 

 

「それは私の反対意見にもかかわらず、実行されなかった。それは３週間前のことです。」 

 

この公聴会は、ペンシルベニア州共和党員によって用意され、民主党候補ジョー・バイデ

ンが８万票の差によって、トランプ大統領に勝ったことを示す、州の投票結果について、

投票詐欺が疑われたことに、応えるものだった。 

 

ペンシルべニアは、火曜日にその選挙結果を確定したが、この州はいくつかの激戦州の一

つで、トランプの 2020 選挙陣営が、投票詐欺があった可能性を主張していた。 

 

ペンシルべニアは、勝者に対して 20 選挙人票が与えられる。 

 

 
グレゴリー・ステンストロームは、ある資格を持たない人物が、USB カードを用いて、バイデン副大統領

に対して「５万票」をアップロードしたと言っている 

 

トランプ大統領は、最初、ペンシルベニア上院多数党政策委員会の招集した、水曜日の公

聴会に出席する予定だった。 

 



大統領は、彼の法的チームの別のメンバーに、COVID-19 の陽性反応が出たので、旅行プ

ランをキャンセルせざるを得なくなり、ペンシルベニアへは行けなくなった。 

 

しかしトランプの弁護士ルーディ・ジュリアーニが公聴会に現れた。 

 

だが、大統領のペンシルべニアの法的闘争は続いている。 

 

水曜日に、第三巡回訴訟裁判所に提出された手紙で、トランプ 2020 陣営の Marc Scaringi 

弁護士が、選挙闘争として口頭による議論を呼びかけたが、それは下級裁判所が、ペンシ

ルベニアの投票確定を是認したことに対して、これに挑戦するものだった。 

 

                            

[訳者 Greatchain] 

 

この選挙に大規模な不正があったのは間違いないが、一つには、選挙事務所の側に、ずさ

ん管理があったということのようで、問題は複雑化する。ここ数週で、ゴリ押しの勝利が

決まるのか、収拾がつかなくなるのか未知数だが、これを左右する圧倒的な力を持ってい

るのは、主流メディアである。彼らがウソをつくか、つかないかによって、人間の魂が左

右されるということを念頭においていただきたい。 


